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ISO 39001について幅広い情報を提供
『第6回　NASVA 安全マネジメントセミナー』開催

インタビュー

NASVA 審議役
後藤洋志氏に聞く

ISO 39001 INFORMATION

2011年10月28日、東京国際フォーラ

ムにおいて『第6回 NASVA 安全マネジメ

ントセミナー』（主催：独立行政法人自動車

事故対策機構（NASVA）、後援：国土交

通省、協賛：公益社団法人日本バス協会・

社団法人全国乗用自動車連合会・社団

法人全日本トラック協会）が開催された。

NASVAは、2006年から運輸事業者に

導入が義務づけられた「運輸安全マネジメ

ント制度」に関する情報を幅広く提供する

ことを目的に、NASVA安全マネジメントセ

ミナーを毎年開催してきた。今回は、運輸

安全マネジメントに関する具体的な取り組

みの紹介とともに、2012年に発行が予定

されるISO 39001（道路交通安全マネジ

メントシステム）に焦点を当て、さまざまな情

報提供が行われた。

まず、ISO 39001 国際審議会（ISO/

PC241）議長の、スウェーデン政府運輸

省道路管理局交通安全部長 Clause 

Tingvall 氏による「道路交通安全に係る

国際的活動について」と題した特別講

演、NASVA 審議役 後藤洋志氏による

ISO 39001の概要等の報告に続き、

ISO 39001についてのパネルディスカッ

ションが行われた。パネリストのTingvall 

氏、国土交通省危機管理・運輸安全政策

審議官 森雅人氏、筑波大学大学院准教

授 伊藤誠氏、名正運輸株式会社専務取

締役 加藤新一氏の各氏とコーディネー

ターのNASVA 理事長 金澤悟氏により、

わが国ですでに実施されている運輸安全

マネジメントとの関係で、ISO 39001 が

自動車輸送の安全性向上にどのような役

割を果たしていくべきか等について討議さ

れた。

ISO 39001に関するNASVAの
取り組みをお話しください

自動車事故を防ぐためには個々の対策

に加えて、それらを関連づける組織的なマ

ネジメントシステムを導入することが望まし

いと考えられています。こうした観点から、わ

が国は運輸事業者を対象とする運輸安全

マネジメントをいち早く導入し、交通事故防

止に着実な実績をあげてきました。ISO 

39001は、運輸事業者のみならず道路交

通にかかわるあらゆる組織が自主的な取り

組みとして導入でき、第三者審査によって

有効性を高めることができる国際規格で

す。今後、さらなる交通安全の実現のた

め、NASVAとして普及、啓発に力を入れて

います。ISO 39001を主要テーマとして開

催した今回のセミナーには、運輸事業者、

行政関係者、業界団体、その他企業など

791人が来場され、関係者の高い関心を

実感しました。

NASVAはISO 39001国内審議会
事務局を務められていますが、
具体的にどのような活動を
されていますか？

わが国の運輸安全マネジメントの取り

組みは国際社会からも高く評価されていま

す。私どもは、運輸安全マネジメントの経験

を国際会議にフィードバックするとともに、

ISO 39001の規格が運輸安全

マネジメントと共通性の高いものに

なるよう働きかけ、国内の輸送事

業者団体等の皆さまのご意見を

聞かせていただきつつ、運輸安全

マネジメントを導入した事業者が

過大な負担なくISO 39001を採

用できるよう努力しています。

JQAが実施しているISO 39001
パイロット審査に期待することは？

ISO 39001が広く普及し活用されるた

めには、多くの組織にとって使いやすく、有

効なものでなければなりません。パイロット

審査に、より多くの組織が参画され、実際

に運用される組織の立場から実践的なご

意見や課題の提示がなされることを期待し

ております。

なお、パイロット審査の概要等について

は、来年2月に南アフリカで開催予定の

ISO/PC241国際審議会の場で報告す

る予定にしていますので、この場で諸外国

からさまざまな意見等が出され、これがISO 

39001の運用、普及にとってプラスになる

ことを願っております。

NASVA安全マネジメントセミナー

登録企業・組織訪問

日清医療食品株式会社

医療・福祉施設に向けた食の安全・安心の強化のために、
業界の他社に先駆けてISO 22000の認証を取得
全国の病院・福祉施設・保育施設から食事サービス業務を受託している日清医療食品株式会社は、2011年10月28日、
本社セントラルキッチン事業部とヘルスケアフードサービスセンター米子（米子CK）において、ISO 22000 (食品安全
マネジメントシステム)の認証を取得した。同社営業本部セントラルキッチン事業部部長の乳井真一氏に、認証取得のねらい
と今後の展開をうかがった。

日清医療
食品株式会
社は、「おいし
く食べて健康
に！」をモットー
に、病院や社
会福祉施設、
学校、保育施
設など、医療・

福祉・保育に特化した給食業務を受託
している。同社の事業所は全国で約
4,600件にのぼるが、そこで徹底して推
進してきたのが「食の安全・安心」を強
化するための取り組みだ。
「私たちの食事を召し上がっていただ
く方々は、何らかの治療や介護が必要
な方や幼いお子さんが中心です。それ
だけに食の事故につながるリスクは、他
の食品サービスに比べて一段と高い。よ
り安心して食事を摂っていただけるよう
に、食品衛生に重点を置き、殺菌や異
物混入に気を配っています。」と乳井部
長は語る。
同社はこれまでも本社、支店あわせ

て16の社内拠点と全国81の受託先事
業所で、ISO 9001-HACCP(*)の認証を
取得し、徹底した衛生管理と同時にホ
スピタリティ、おいしさなど顧客満足の向
上に取り組んできた。同社の5つのセント
ラルキッチンの中で最新鋭の設備を有
する米子CKでは、こうした活動のさらな
るステップアップを目指してISO 22000の

認証取得に至ったという。
「食の安全を確保するためには、社内
での衛生管理だけでなく、仕入れから生
産、消費まで、フードチェーン全体できち
んと管理することが必要です。このため、
食に関わるすべての人たちがすべての
段階で食品安全に取り組むための規格
として、米子CKでは、2007年の設立当時
からISO 22000の取得を視野に入れた
活動を進めてきました」（乳井部長）。
キックオフから認証取得までの期間

は、約1年半だった。もとより、各拠点で
ISOを導入していたため、社員の意識も
高く、認証までは比較的順調に進んだ。
ISO 9001-HACCPのもとでは社内での
衛生管理が中心で、アウトソーシングや
配送の部分ではあいまいさが残ってい
たが、ISO 22000ではすべての取り組
みが明確になった。また、ルールの一つ
ひとつに「なぜやらなければならないか」
という理由が明らかになり、社員の取り
組み意識も高まってきた。
「当社の属するワタキューグループで
は、グループ社員全員に、基本方針の
徹底、報告・連絡・相談、早期発見・早期

治療、率先垂範という4つの約束を徹底
しています。このことは、ISOの取り組み
にもつながるもので、携わる人が全員参
加型で前向きに取り組み続けなければ、
効果をあげることができないのではない
かと思います」。
同社では、ISO 22000の認証取得

で、食品安全のレベルが一段と強化さ
れ、同社への信頼性がさらに高まること
を期待している。また、米子CKでの活
動は、他の施設の社員にもよい刺激と
なり、全社的な安全意識向上にもつな
がっている。
「各段階できめ細かく改善に取り組む
活動が積み重なることが、当社の商品の
オリジナリティや価値向上、競争力向上
に結びつくのではないかと思います」。
今後、米子CKで認証取得に携わっ

たスタッフを橋渡しとして、他の施設にも
取り組みを展開し、時期を見てさらなる
認証取得を進めていく方針だ。

*ISO 9001-HACCP
ISO 9001にCodexガイドラインのHACCPを組合せた
JQA独自の認証サービス。食品の安全性のみならず、
嗜好性や適法性など品質に対するトータルなシステム
構築・運用が可能。

■日清医療食品株式会社の概要
所 在 地： 営業本部セントラルキッチン事業部：東京都千代田区丸の内
 ヘルスケアフードサービスセンター米子：鳥取県米子市 
設　　立： 1972年9月25日
業務内容： 医療施設、介護保険施設、社会福祉施設及び保育・学校への給食に関する
 設計・開発、製造及び配送 
■ISO 22000初回登録：2011年10月28日

第5回

乳井真一部長


